
平成２１年度花巻商工会議所事業計画 

 

Ⅰ 基本方針 

一昨年のサブプライムローン問題に端を発した金融不安は、昨年９月のリー

マンブラザーズの破綻によって、未曾有の不況が一気に世界中を駆け巡り、実

体経済のみならず社会面に迄影響が及んで来ております。 

地方の中小零細企業は景気回復を実感することもなく、再び、厳しい状況に

直面することになってしまいました。 

このような中ではありますが、当地域では、今年４月には「岩手県立中部病

院診療スタート」、「いわて花巻空港新ターミナルビル供用開始」そして９月に

は世界的な芸能や伝統工芸技術が対象となるユネスコの第１回無形文化遺産に

「早池峰神楽」が国内候補として選ばれ登録されることが確実視されるなど、

明るい話題もあります。 

花巻商工会議所は、昨年１２月、３ケ年を計画期間とする「中期事業計画」

を策定しました。これは、昨年４月に行った商工団体合併を契機に会員企業及

び地域経済の発展を図るために成果目標と目的意識を明確にした事業を推進す

る必要があったためです。この計画により新たな商工会議所として価値ある組

織の醸成・再構築強化と躍動感のあふれる地域活動基盤の確立を目指すもので

す。 

今年度は、特に新たに創設した会員優遇の「花巻商工会議所メンバーズロー

ン」を活用した経営支援に力を注ぎ会員サービスの向上に努めるとともに中期

事業計画の確実な実現のため次の方針で主要事業に取り組んで参ります。 

 

１ 商工会議所が多様な業種の会員構成による総合経済団体であることから、

地域経済課題に多角的・多面的に取り組み時代の要請に応える。 

２ 商工会議所組織である部会、委員会、地域運営協議会、青年部、女性会、

等の一体的活動を強化する。 

３ 行政、大学・研究機関、他の経済団体等との連携を図る。 

４ 国や県などの地域産業振興施策を積極的に活用する。 

５ 自ら経営革新や活性化に取り組む、がんばる企業を重点的に支援する。 

６ 会員や地域の意見・要望を集約し、関係機関に対して政策提言活動を積極

的に実施する。 
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Ⅱ 主要事業 

 

１ 建議・要望活動の充実 

商工会議所が行う政策提言に、会員や地域からの意見・要望を集約し、地

域のリーダーとして、国・県・市等への建議・要望・政策提言活動を実施す

る。 

 ア 日商政策提言・要望活動への積極的な対応 

 イ 公共施設移転後の跡地利用について 

  ウ いわて花巻空港「花巻―羽田」新路線の開設について 

  エ 「はやて」の新花巻駅停車増便について 

  オ 商工観光振興に関すること 

 

 

２ 企業の経営支援 

地域経済の基盤である中小企業の多様で活力ある成長発展のため、経営革

新や創業、企業再生等に積極的に取り組む企業や、がんばる企業に対し経営

支援をする。 

（１）経営支援の強化 

地域力連携拠点事業を支援し、小規模企業の経営力向上、創業・再チャ

レンジ、事業承継等を支援する。 

ア 地域力連携拠点事業(経営力向上・事業承継等先進的支援体制構築事業)

支援。 

イ 空き店舗活用による起業支援 

ウ 花巻市景況調査事業の実施 

エ 巡回指導等による経営支援 

オ 各種調査事業の実施 

 

（２）金融支援の推進 

経営指導を金融面から補完する国の小企業等経営改善資金(マル経貸付)

のほか、市内金融機関及び県信用保証協会と提携した商工会議所メンバー

ズローン融資制度を普及し、中小企業の資金調達を支援する。 

ア 小企業等経営改善資金(マル経貸付)事後指導の強化 

イ 花巻商工会議所メンバーズローン(会員限定融資制度)による金融支援 

ウ 国及び県等の特別保証制度による金融支援 
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（３）経営相談支援の推進 

商工会議所経営指導員及び外部専門家を積極的に活用して経営改善普及 

事業を推進し、企業の経営基盤の強化を支援する。 

ア 経営技術強化支援事業(エキスパートバンク事業等)の啓蒙 

イ 経営なんでも相談会の開催 

ウ e-ＴＡＸ申告制度利用者の啓発普及 

エ 知財駆け込み寺事業による知的財産権の普及活用 

 

（４）企業再生支援の促進 

経営安定特別相談室を通して、企業の再生、経営安定及び雇用の確保を

促進する。 

ア 経営安定特別相談室事業の推進 

イ 法律無料相談会の充実  

 

（５）人材確保・育成支援の推進 

中小企業の人材確保・育成を支援するため、各種講習会、研修会、検定

試験等を実施する。 

ア 新入社員研修ビジネス基礎研修事業の実施 

イ 各種講習会、研修会の企画実施 

ウ 各種検定試験の実施 

 

（６）情報活用の強化 

ＩＴを活用した取り組み事例を提供し企業の経営改善を図る。  

ア ＩＴ研修開催 

イ ＩＴ活用支援事業の推進 

 

 

３ 地域の振興 

コンパクトでにぎわいのあるまちづくりを推進するとともに花巻の歴史や 

芸能、文化など地域資源を活かした観光・集客交流事業を実施し、中心市街

地の賑わいを創出。また、地域商業の活性化に積極的に取り組む、がんばる

商店街の活動と地域リ一ダーの育成を支援し、地域の振興を推進する。 

 

（１）中心市街地活性化の推進 

中心市街地の空き店舗対策事業や商店街と大型店との連携及び商店街が
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実施するイベント支援を通して中心市街地活性化を推進する。 

ア 中心商業地新規出店者への支援事業 

イ 中心市街地活性化イベントの相互連携 

ウ 中心市街地活性化事業の検討 

エ 商店街スタッフ会議の検討 

 

（２）商業活性化の推進 

商店街が取り組むハード事業、ソフト事業への支援及び花巻市商店街振

興組合協議会等が実施するイベントを支援し、商業の活性化を推進する。 

ア 花巻まつり、あんどんまつり、石鳥谷まつり、土沢七夕まつり等地域イ

ベント事業への支援 

イ どでびっくり市、九の市、つちざわ市等の支援 

ウ 商店街振興組合事業の支援 

エ 花巻市商店街振興組合協議会、花巻カード組合、街のコンシェルジェ等

への支援 

オ 経営改善支援事業による地域商業及び商店街活性化支援 

 

（３）観光・集客交流の促進 

観光・集客交流事業を通して、まちの賑わい及びサービス産業等の創出

を支援し促進する。 

ア 花巻まつりへの支援 

イ 全国神楽大会開催支援 

ウ あんどんまつりへの支援 

エ 石鳥谷まつりへの支援 

オ 土沢七夕まつりへの支援 

カ イーハトーブフォーラムへの支援 

キ イギリス海岸の景観復元活動への支援 

ク 賢治産湯の井戸公開事業への支援 

ケ その他地域別イベント等への支援 

 

（４）花巻空港整備利用の促進 

花巻空港利用促進を支援し、花巻市の産業・観光の振興を図る。 

ア 花巻空港整備・利用促進協議会との連携強化を図る 

イ 利用促進のためのＰＲ活動の展開 

エ 羽田便実現会議との連携による羽田便の実現運動 
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４ 産業の振興 

花巻市産業の強みと弱みを踏まえ発展の方向性を明確にし産業の振興に努

め、花巻市の産業施策との連携の下に経済団体のサイドからその施策の実現

を支援する。特に農商工連携や環境問題、産業観光など新たな課題に取り組

む。 

 

（１）地域資源活用の促進 

花巻の農業資源との連携・交流及び、その他産業などの融合を促進する。 

ア 農商工連携事業の検討及び支援 

イ 花巻産業まつり、東和町産業まつり等への支援 

ウ 産学連携による事業の可能性について検討 

 

（２）ものづくり支援の推進 

中小企業の製品・技術開発など、ものづくりに向けた取り組みを支援し、

産業の活性化を推進する。 

ア 花巻市起業化支援センター、花巻市技術振興協会及び花巻工業クラブと

の連携 

イ 工業関係者等との意見交換会の開催 

 

（３）雇用の促進支援 

ジョブカード事業等を支援し、雇用確保に努める。 

ア 労働保険事務組合事業の支援 

イ 永年勤続従業員表彰事業の実施 

ウ 花巻雇用開発協会事業への支援 

エ ジョブカード事業の支援 

 

（４）環境行動計画実施推進 

法的にエネルギー消費量や排出量報告義務が課されていない会員企業等

が、二酸化炭素の排出削減・吸収を中心とする地球温暖化対策に積極的に

取り組むことができるよう行動計画を作成し支援する。 

ア 日商の環境行動計画策定・推進マニュアルに基づく環境行動計画の策定。 

イ 容器包装リサイクル受託事業の推進 

 

 

（５）企業の社会的責任の啓発・普及 
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企業が健全性を維持し、社会への貢献活動を通して地域や消費者、取引

先等から信頼される取り組みを普及する。 

ア ＣＳＲ啓発普及に関する事業活動について検討 

 

（６）販路拡大支援 

インターネットやテレビ等のメディアを活用した事業の可能性及び海外

取引を視野に入れた支援の方法について調査研究する。 

 

（７）国際化・グローバル化等への対応 

特定原産地証明等の円滑な発給と利用者の利便性向上を図る。 

ア 貿易関係証明等発給事業 

 

 

５ 財政基盤・組織体制の充実 

商工会議所が地域唯一の総合経済団体として、積極的な事業運営を展開し 

ていくため、会員組織の拡大と安定した財政基盤の強化に努める。 

 

（１）部会、委員会、地域運営協議会並びに青年部、女性会活動の充実――― 

ア 部会、委員会、地域運営協議会、青年部、女性会活動を積極的に支援す

る。 

 

別 添 

（２）組織の強化 

会員増強運動を継続実施し、組織率の向上を図る。 

ア 会員増強運動の展開 

イ 部会再編の検討 

ウ コンプライアンスの推進 

  

（３）情報提供の充実強化 

会員企業との定期的コミュニケーションツールである会報の充実を図る。

また、インターネットを活用して各種情報を提供する。 

ア 会報「商工はなまき」の発行 

イ インターネットによる地域情報の発信 

ウ 中小企業景況調査等の実施及び調査結果の提供 

 

（４）情報化支援の推進 
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会員企業との情報の共有を図るため、インターネットの利活用を促進し、

各種情報を提供する。 

ア 会員Ｅメール配信サービスの検討 

イ 日商電子認証・情報セキュリティ推進事業の促進 

ウ ＪＡＮ企業コード受託事業の推進 

 

（５）財政基盤の強化 

中長期の財政計画を策定し、安定的な財政運営に努める。 

 

（６）共済業務の推進 

各種共済制度の加入を推進し、会員企業の「安心」と共済制度の「安定」

を促進する。 

ア 生命共済(昴２１)の加入推進 

イ その他の共済制度の加入推進 

ウ 共済還元事業の実施 

 

（７）関係機関交流事業の推進 

  関係機関との連携を深め商工会議所事業への理解者、協力者の拡大を図

る。 

ア 行政機関との定期的懇談会 

イ 報道機関等との懇談会 

ウ 既存交流事業の充実 
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【別紙】 

 

部会･委員会･地域運営協議会 
並びに青年部･女性会活動の充実 

― 部会･委員会･地域運営協議会･青年部･女性会活動計画 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「はやて」の新花巻駅停車便増加策についての活動推進。 

・中心市街地活性化事業の推進。 

・空きビルを活用した活性化策、中心市街地への観光客誘導等活性化への取り組み、

まちなか観光推進の検討提言。 

・商業振興地域への視察研修会の実施。 

商業部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＩＣ先端企業及び自動車関連企業との相互交流の推進。 

・近隣地域商工会議所工業部会及び工業クラブとの情報交換会の開催。 

・分科会の再編。 

・他地域工業関係者の招聘及び地域間交流、業者間交流の促進。 

・産業廃棄物処理施設の調査・研究。 

工業部会 

 

 

 

 

 

 

・観光交通部会を定期的に開催し観光資源等の研究及び情報収集。 

・観光客誘導に関わる各種研修会、講習会開催。 

・商工会議所ホームページへ観光情報及び会員企業ＰＲ情報の追加。 

観光交通部会 
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会員相互の情報交換及び親睦を図り、地域経済の活性化にむけ、以下の事業に取

り組むことと致します。 

・地元企業および誘致企業等訪問による視察研修会の実施。 

・金融部会内における情報交換会の実施。 

・他部会との意見交換会の実施。 

金融部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

・花巻市内旧３商工会同業会員との交流・融和の促進。 

・部会員を対象とした講演会の開催。（他部会との共催を引続き検討） 

・部会員の要望・提言の取上げ及び関係諸機関への伝達。 

厚生部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・講師を迎えての研修会。 

健康管理セミナーの開催。（事業主は常に健康でなければいけない） 

 タイムリーな話題について取り組んでいく。 

・「心肺蘇生法」講習会の開催。 

・他部会との交流、連携をとり講演会、講習会等の実施。 

・他商工会議所との交流研修会の実施。 

・「どでびっくり市ｉｎ花巻」への参加、なんでも相談窓口の実施。 

 部会員に協力を得て、各種専門分野での無料相談窓口を開設する。 

一般部会 

 

 

 

 

 

・卸売に関わる視察及び研修会の開催。 

・北上商工会議所卸商業部会並びに他商工会議所との交流研修会の開催。 

卸売部会 
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★新しく提案、計画されたもの

 

・共済還元事業（はなまき小判発行）の企画と取り組み。 

・会員親睦ゴルフ大会開催について。 

★・新規事業・受託事業の検討。（中期事業計画に掲げた事項） 

・三役・正副部会長・正副委員長との懇談会開催について。 

総務企業委員会 

 

・市街地の活性化に関すること。 

 郊外への大型店の進出、公共施設の郊外への移転、中心部の定住人口の減少など

により空洞化が進んでいる中心市街地の活性化に取り組む。 

。 

①中心市街地活性化法に基づく中心市街地活性化事業の調査研究。 

②コンパクトシティに向けた都市基盤の調査研究。 

③地域の伝統文化の継承と新しい文化の創造。 

・広域的まちづくりに関すること。 

新花巻市が誕生して３年が経過し、また、新生花巻商工会議所も２年目に入り、

それぞれの地域の特性を生かしながら、広域的な連携をさらに強めた広域的なまち

づくりに取り組む

①広域的な地域連携の推進。 

 ②総合的な交通施策の推進。・・・広域的な交通ネットワークの形成 

③自然環境の保全、保護。 

★④商工会議所環境行動計画の策定。 

地域開発委員会 
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以下の点について調査研究を進めその実現を図る 

・各地区にあるイベント関係、観光ルート、民芸品の掘り起こし等観光資源の活用 

と広報。 

・いわて花巻空港、花巻の温泉を基点とした平泉の世界遺産登録に向けての広域の 

観光振興。 

・観光政策に係る補助金等の情報収集。 

・地域のＰＲ力を高め、情報発信力を高める。 

・未整備地域の光通信ケーブルの早期設置の要請。 

・専門分野の講師によるセミナーの開催。（ＩＴ経営研修会等）  

・姉妹都市、友好都市との国際交流。 

観光国際情報委員会 

 

★・新いわて花巻空港の啓蒙活動・利用促進について調査・研究。 

・全国地域航空システム推進協議会からの情報収集。 

★・より利便性の高い運行環境の情報収集と航空会社に対しての整備提言。 

花巻空港関係委員会 

 

・岩手県立花巻厚生病院跡地利用の検討。 

・三役より諮問を受け検討課題についての調査、研究。 

地域特定課題特別委員会 
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・定期的な会議の開催。 

・協議会の円滑な運営についての検討。 

・地域ニーズの把握。 

・地域活動の支援。 

地域運営協議会 

 

・信頼できる出会い創出企画の実施。 

・青年部全体としての会員相互のビジネスの支援、研修。 

・大迫、石鳥谷、東和の各支部との事業やイベントへの協力。 

・イーハトーブフォーラムツーデーマーチの運営協力。 

・ブログ等ネットを使った情報発信。 

・会員の積極的拡大。 

青年部 

 

・他地区商工会議所女性会との交流会・研修会の開催。 

・女性経営者関連講習会、研修会の開催。 

女性会 
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